皆さん、明けましておめでとうございます。

本日は、皆様ご多用中にも拘りませず、経済産業省の後藤次長様をはじめ関係官庁の皆様、平素より塩ビについて様々お世話になっております皆様やマスコミの皆様方に、多数ご参集いただきまして、誠に有難うございます。本年も厳しい状況ではございますが、どうぞ倍旧のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

さてまず最初に昨年の総括を申し上げます。

内需は停滞し塩ビの国内需要は３２年ぶりに１００万ｔを割るものと見込まれます。自動車も国内販売は５００万台を切りました。塩ビの主力市場である建築分野でも住宅着工が４２年ぶりに９０万戸を下回る見込みであり、また公共投資も政府の景気刺激策が途中で息切れしました。

因みに、一年前、昨年の年始を振り返りますと、全メディアがこぞって、2009年日本の景気について“Free Flow”、底なしの急降下の脅威を取り上げ、世界的な景気崩壊の話題で持ちきりでした。事実１－３月期、日本経済は、欧米が震源の世界同時不況という激震・大津波に襲われました。日本列島に亀裂が走りました。

昨年の賀詞交歓会でもこの状況を申し上げ、こうした経済の構造を変えるような未曾有の景気後退は、塩ビ業界あげて必死の努力をするものの、一業界の努力では如何ともしがたい。ファンダメンタルズに係わる問題には、政府の政策出動による強力な対策が必要であるとお願いしました。

ところが実際には年央に政権交代したこともあり、期待とは裏腹に産業界に耐え難い荷重をかける逆風が吹いています。諸外国とのイーコール・フィッティングを考慮しないナフサ課税・環境税・CO2対策など、いたずらに日本の化学産業の国際競争力を削ぐだけであり、産業の息の根を止めてしまいます。

その一方で、輸出は昨年の５０万ｔ台半ばを大きく上回って７０万ｔ前後に増加する見込みであります。アジア市場、中近東など国家建設に燃える新興国のインフラ投資で塩ビが力強い需要回復を示しています。塩ビが国つくりのためには欠かせない基本素材ということを改めて実感しています。今後も塩ビが、アジアほか新興国の発展を支える必須の素材として需要が拡大すると思われます。
このように、昨年は一言で言えば、内需停滞・アジア活況、という状況ですが、生産は、2008年実績に近い16５－170万トン、内需も対前年比８２－８３％位の見通しで８０％経済といわれる中では、絶対量は全く不本意ですが相対的にはそこそこ健闘したといっても良いかと総括します。
問題は今年です。

企業・消費者ともに心理が冷え込んでいます。財布の紐が硬く閉められている。残念ながら日本経済の復元力は弱く景気が反転する材料が不足しています。特に、デフレスパイラルが頭痛の種で、雇用や倒産問題が心配です。

需要分野の裾野が広い塩ビは、日本全体の景気の影響を受けやすく、景気回復を牽引する政府の力強い経済政策、長期展望に立った成長戦略を切望します。

また、ご存知のように塩ビの内需の半分以上は住宅・建設関連用途です。加えて、住宅は部品点数が自動車以上に多く経済全体への波及効果が大きいものです。よって、例えば生前贈与税の軽減のような諸政策は住宅市場の再活性に繋がります。住宅市場がもっと元気になれば、国民の顔が明るくなるはずです。政府の一層の刺激策を期待します。
今年も景気回復の低迷をはじめ、様々な困難があります。しかし塩ビの見通しを悲観しているわけではありません。

世の中の環境志向は強まっています。石油依存への見直し機運が出ています。景気が弱い時期には様々な見直しが加速される時です。こうした時期こそ塩ビの環境特性の良さ、品質の高さ、そのコストパーフォーマンスをアピールして、塩ビ市場の回復に取り組む時期です。

VECの活動をしっかりやります。メーカーの原点、技術に磨きをかけ塩ビの良さを訴え、VECの本来の仕事を粛々と全うします。
自動車・建設材料で塩ビの見直し再評価が始まっています。塩ビの良さ、品質とコストバランス、を社会に伝える活動をしっかりやります。
商売の神様、松下幸之助氏の言葉、“好況良し、不況もっと良し”。こんな時は開き直りも必要です。不況時にこそ製品の真価が現れます。原点に帰るいいチャンスです。
また、最近東京都が老朽化した上下水道の損傷による道路陥没を重視し、塩ビを使った管路の更正に本格的に取り組むと聞いております。このような明るい話題がたくさん出ており、勇気をもらっています。
また、添加剤などの化学物質情報についても最新の状況を社会に伝え、当協会として、塩ビ製品業界の皆様とも手を携えて、真摯な取り組みをして参ります。

加えて、塩ビ産業を育てて行くためには新分野の開拓が欠かせません。

樹脂窓につきましては、温暖化対策の一環として、設置補助金、税制、更にはエコポイントや窓の性能表示など様々な普及政策が出揃おうとしています。私共のお客様である窓メーカーさんが積極的にビジネスを展開していただけるステージになりました。ここに至るまでに多大なご尽力、ご指導を頂いた皆様に深く感謝申し上げます。
さて、ここでもう一度日本の塩ビ産業の有姿について申し上げます。

日本はアジアの一員、アジア経済圏のInsider です。その意味で日本の塩ビメーカーはアジア経済圏での存在感と責任ある製造者・供給者という立場で、アジア市場に責任を持つ、独自のIdentity を構築してきています。
こうしたことから、塩ビの国際競争力が、今課題です。
しかるに昨年末に導入が検討された環境税や石化原料への課税は、日本のみが突出して先行すると、国際的なバランスを欠き、当然ながら塩ビの国際競争力を喪失させます。アジアでの存在感が低下し、塩ビ関連の事業に直接携わる者だけでも約９万人の雇用を危うくします。波及効果は更に大きく、到底容認できるものではありません。

ご参集の皆様のご支援を頂きながら、今年も塩ビの需要の回復に向けて、塩ビの良さを一層強くアピールし、新市場の開拓・活動に取り組んで参りますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、本日ご参集の皆様のご健康、ご多幸、またお仕事の隆盛を祈念致しまして、新年のご挨拶とさせていただきます。　
本日は誠に有難うございました。　　　　
（了）




平成２２年ＶＥＣ賀詞交歓会


会長挨拶
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